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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
政
府
内
の
電
子
メ
ー
ル
の
保
存
の
方
針
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
安
倍
総
理
の
指
示
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
文
書
に
該
当
す
る
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

同
法
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
整
理
し
、
及
び
保
存
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
政
府
内
の
全

て
の
メ
ー
ル
を
一
年
で
は
な
く
最
低
数
年
保
存
し
、
局
長
級
以
上
の
幹
部
職
員
の
電
子
メ
ー
ル
に
つ
い
て
は
永
久
保
存
す
べ

き
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
を
含
め
、
一
連
の
公
文
書
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
再
発
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
、
平
成
三
十
年
六

一



月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
「
行
政
文
書
の
管
理
の
在
り
方
等
に
関
す
る
閣
僚
会
議
」
に
お
い
て
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
発
言

が
あ
っ
た
「
公
文
書
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
改
革
を
促
す
実
効
性
の
あ
る
取
組
の
推
進
」
、
「
行
政
文
書
を

よ
り
体
系
的
・
効
率
的
に
管
理
す
る
た
め
の
電
子
的
な
行
政
文
書
管
理
の
充
実
」
及
び
「
決
裁
文
書
の
管
理
の
在
り
方
の
見

直
し
、
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
の
加
速
」
に
つ
い
て
、
早
期
の
実
施
・
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
、
適
正
な
公
文
書

管
理
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


